
１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅳ】 「学校・家庭・地域による目標の協働達成」

取組実践校：中津市立津民小学校（児童数５名 ３学級）
「家庭との『個人カルテ』共有と地域と連携した教育課程で目標協働達成」

具体的な取組①

①一人ひとりの児童の成長や支援を職員・家族で共有できる「短期、中期・長期」の「個人カルテ」を活用している。
②地域と連携した教育課程を編成し、児童が「言語能力」の大切さや伸びを実感することができる。

中・長期用児童の学校
における成長
の様子を
家庭と共有

「学校での支援」と
「家庭への支援」を
学校・家庭で共有し、
『子ども中心』の目標
協働達成を推進

つまずきがある場合は「振り返りマップ」活用

カルテ記入が負担とな
らないよう「加筆・修正」
を基本とする

短期用

単元を通した
P：個に応じた「目標設定」
D：「手立て」や「授業の記録」
C：単元テスト等で確認
A：課題から次期「手立て」へ

子どもの姿から単元を構想
自分の課題
に応じたプリ
ントを選択

運動会での発表

ふるさとまつり
での発表

「言語能力」の大切さや伸びを実感する
地域と連携した教育課程を編成

事例⑪

教職員が入れ替わっても「子ども中心」の持続的・発展的な取組！

具体的な取組②


